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1 起動 

この章では EventLog Inspector 使用に関する一般情報を記載します。 

プログラム起動 

コンピュータに EventLog Inspector をインストールすると、プログラム起動用ショートカットがスタ

ートメニュー内に作成されます。 このショートカットで Start-> All Programs-> EventLog 

Inspector2-> EventLog Inspector をクリックしてプログラムを起動できます。 加えて、インストー

ラーにデスクトップ上あるいはクイックスタートエリア内にプログラムのショートカットを作成させるこ

とが可能です。 これらのショートカットはアプリケーション実行にも利用できます。 

 

監視ログの選択 

EventLog Inspector 第一タブのリストから監視するシステムログを選択できます。 これはプログ

ラムで実行する全てのアクションに影響を与えるグローバル設定です。 特定のログ内に検査す

る必要の無いメッセージがある場合や、いくつかのログが不活性の場合、対応するチェックボック

スのチェックを外して下さい。 

 

プログラムの動作 

EventLog Inspector は選択した Windows イベントログの分析と多数のアクションを実行します。 

 

 イベントをシスログフォーマットに変換しサーバーへ転送；これにより、全ネットワークのワーク

ステーションからのイベントを 1 つの場所に保存 

 ログ内の新規メッセージについてユーザー通知。 小型フロートウィンドウまたはフライアウト

でユーザーに知らせます。 

 E-mail でシステムイベントのサマリーレポートを送信。 これによりシステム管理者の業務が

簡略化されます。 

 多数の基準に基づき、システムイベントのフィルタリングを実行 

 

対応するセクションの Help システムにおいて、上記の機能全てについて習得できます。 

 

プログラムアップデート 

ボタン一つ押すだけで EventLog Inspector に対するアップデートがあるか、確認できます。 

SnmpSoft 社 Web サイトに新しいバージョンがあるか、プログラムが確認します。 

アップデートがあれば、情報提供とダウンロードファイルへのリンクをお知らせします。 

 

EventLog Inspector が起動する度アップデートを自動的にチェックするようオプションを設定する
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よう強く推奨します。 このオプションで新しいバージョン情報をユーザー様に迅速にお知らせしま

す。 ワークステーションが継続的にインターネットにアクセスしていれば、このオプション設定は

理にかないます。 

 

EventLog Inspector 新バージョンをダウンロード後、セットアップを実行します。 現行バージョン

のプログラムが実行中の場合、新バージョンをダウンロードする前に一旦終了して下さい。 プロ

グラムのインストレーションが完了すると、新しいファイルは古いファイルと置き換わります。 これ

でプログラムを再び起動し、業務を継続することができます。 全ての設定はアップグレード中でも

そのまま残りますが、現行の設定をファイルへエクスポートし、バックアップ作成することも可能で

す。 
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2 Syslog サーバへフォワード 

Windows システムログのイベントをシスログサーバーへ送信します。 1 つの場所へシステム情

報を収集することで、ネットワークの集中管理化が極めて簡略化されます。EventLog Inspector

の柔軟なシスログオプションにより、特定のシスログサーバーに適合した、シスログメッセージを作

成できます。 

 

以下の手順でシスログ プロトコル パラメーター設定とシスログサーバー送信を有効化します。 

 

1. Settings タブをクリック 

2. 左側の Syslog セクションを選択 

3. Server フィールドにシスログサーバーアドレスを入力。IPpv4 アドレス、IPv6 アドレスまたは

DNS サーバー名が可能です。 

4. （オプション）Ping リンクをクリックして、アドレスが正確に入力されたか確認。 

5. Protocol 及び Port フィールドからシスログサーバー設定と同じプロトコルとポート番号を

選択。 デフォルトでは UDP514 ポートを使用。 

6. （オプション）Test Syslog リンクをクリックしてプロトコルを確認 

7. Facility フィールド内で値を設定。必要に応じて、この設定ページでその他オプションも設定。 

8. 左側サブセクションで Syslog－＞Forwarding を選択 

9.  

a. Forward all system events to Syslog server オプションボタンを選択して、監視ログの

新規イベント記録を全てシスログメッセージ内へ転送します。 

または 

b. Forward events permitted by list(1) and NOT DENIED by list(2) オプションボタンを

選択イベント記録の一部をフィルタします。 多くのプログラム機能においては、フィルタは一

律に設定されています。 

10. Syslog message template フィールド内のテンプレートを修正。 ユーザーのシスログサー

バーの最大保存容量に適合させる 

a. 直接タグを追加、削除できます。キーボードからのタグ修正や、Tag ボタンによる追加も    

できます。 シスログメッセージ作成中の場合、適切な内容でタグが変換されます。 

b. Show ボタンをクリックして、既存テンプレートに従って作成されたメッセージのサンプルを 

確認。 

11. 確実に全てのイベントを送信したい場合、Process events that have occurred while 

Inspector was not running ボックスにチェックを入れます。（例えば、オペレーションシステ

ム再起動に現れたイベント、など） 

12. Apply ボタンをクリック 
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サービスが起動していない場合、起動します。 これでログ内に表示された全てのノートが指定シ

シスログサーバーへ転送されます。General タブ内では統計を見ることができます。 それ以外に

も、転送中に発生したエラーはサービスプログラムログ内に記録されます。 
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3 E-mail へフォワード（E メールアラート） 

EventLog Inspector 設定で、システムイベントについての通知を e-mail サーバーへ送信すること

ができます。 重要な情報イベントを通知するために、全てのメッセージや E メールアラートを含む

統合化 E メールも可能です。 

以下の手順で e-mail 設定をセットし、フォワードを有効化します。 

 

1. Setting タブをクリック 

2. 左側 E-mail セクションを選択 

3. Server フィールドに SMTP サーバーのアドレスを入力。IPv4 アドレス、ＩＰv6 アドレスまたは

DNS サーバー名が可能です。 

4. （オプション）Ping リンクをクリックして、アドレスが正確に入力されたか確認 

5. ユーザーSMTP サーバーに対応するように Port フィールドと Secure Connection フィールド

を編集 

6. SMTP サーバーに対する認証パラメーターを設定 

7. （オプション）Test Email リンクをクリック。SMTP 設定を検証 

8. 左側エリアのサブセクション E-mail-> Forwarding を選択 

9.  

a. Forward all system events to e-mail box オプションボタンを選択して、監視ログの新

規イベント記録を全て e-mail メッセージへ転送します。   

または 

b. Forward events permitted by list(1) and NOT DENIED by list(2) オプションボタン

を選択。 イベント記録の一部をフィルタします。 多くのプログラム機能においては、フィ

ルタは一律に設定されています。 

10. From フィールドに送信アドレスを入力 

11. To フィールドに受信アドレスを入力 

12. （オプション）Send Test Email ボタンをクリック 

13. 確実に全てのイベントを送信したい場合、Process events that have occurred while 

Inspector was not running ボックス内にチェックを入れます。（例えば、オペレーションシス

テム再起動に現れたイベント、など） 

14. 左側エリアのサブセクション E-mail-> Consolidation を選択 

15. 適切なオプションボタンを選択して、E-mail 送信頻度を設定 

16. 送信 e-mail のフォーマットを設定するには、以下のステップを実行します。 

a. 左側、サブセクション E-mail-> Consolidation を選択 

b. Format 設定で、テキスト形式または HTML 形式を選択 
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c. 必要とする全ての情報を含むよう Header, Body, Footer フィールドを修正。 直接

タグを追加、削除ができます。キーボードからのタグ修正、Tag ボタンでのタグ追加

も可能です。シスログメッセージが作成されると、適切な内容でタグが変換されま

す。 

 

17. Apply ボタンをクリック 

 

サービスが起動していない場合、起動します。 これでログ内に表示された全ての記録が指定

e-mail サーバーへ転送されます。General タブ内では統計を見ることができます。 それ以外にも、

転送中に発生したエラーはサービスプログラムログ内で記録されます 
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4 インスタントポップアップ通知 

システムイベントに関する簡易（インスタント）通知をEventLog Inspectorに設定します。通知方法

はポップアップウィンドウです。 できるだけ早く新イベントについて知るのに非常に役立ちます。ま

た、いくつかの起こりうる（重大な）結果の前に知ることができます。 

 

以下の手順でポップアップ表示を設定します。 

 

1. Setting タブをクリック 

2. 左側、Popup セクションを選択 

3.  

a. Notify about all system events showing popup windows オプションボタンを選択し

て、監視ログ内の新規イベント記録を全て表示します。   

または 

b. Notify about events permitted by list(1) and NOT DENIED by list(2) オプションボ

タンを選択。 イベント記録の一部をフィルタします。 多くのプログラム機能においては、フィ

ルタは一律に設定されています。 

 

4. Automatically close popup window ボックスにチェックをいれて、seconds フィールド内

に適切な値を入力します。 

5. 音シグナルが必要な場合、Play sound file when window pops up ボックスにチェックを入

れ、Sound file フィールド内のサウンドファイルを選択します。 

6. (オプション)Test Sound リンクをクリック。 

7. Apply ボタンをクリック。 

 

 

サービスが起動していない場合、起動します。 これにより、システムログ内に記録された、全ての

新イベントについての通知を得られます。 
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5 スケジュールレポートの作成 

タイムテーブルに沿ったレポート作成方法を EventLog Inspector に設定します。 必要に応じて、

レポートを e-mail で送信します。 イベントレポートには選択した期間のシステムイベント情報が含

まれます。使いやすいリポート機能により、より効果の高い方法で、システムイベントを分析出来

ます。 

以下の手順でレポートを作成します。 

 

1. Setting タブをクリック 

2. 左側 Report セクションを選択 

3. Periodically generate report according to schedule オプションボタンを選択 

4. 最適なタイムテーブルを設定 

5. （オプション）Show Schedule リンクを利用して、タイムテーブルを表示します。 この方法で

10 個の連続レポート表示します。 また、パラメーターも正確に設定できます。 

6. Folder for reports フィールド内で作成したレポートを保存するフォルダを選択 

7. Limit number of stored report ボックスをチェック。次に保存するレポートの最大数を入力 

8. E-mail レポートを送信するには、以下のステップを実行します。 

d. Send copy of record to e-mail box ボックスにチェックを入れる。 

e. From フィールドに送信アドレスを入力 

f. To フィールドに受信アドレスを入力 

9. Go to E-mail Setting リンクをクリック。次にパラメーターを設定します。パラメーター設定済

みであればこの作業は不要です。 

10. 左側サブセクション、Report-> Content 選択 

11.  

a. Include all system events into report オプションボタンを選択して、一定期間、監視

対象ログからの全てのイベントをレポートに組み込みます。 

または 

b. Include only events permitted by list(1) and NOT DENIED by list(2) オプションボ

タンを選択しイベント記録の一部をフィルタします。 多くのプログラム機能において、フィ

ルタは一律に設定されています。 

12. 必要に応じて、この設定ページ上のその他オプションを選択 

13. Apply ボタンをクリック。 
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サービスが起動していない場合、起動します。 指定されたタイムテーブルに従い、レポートが作

成されます。 レポートが作成された後に登録されたイベントの情報は新しいレポートに記載され

ます。 

General タブで確認できるのは、統計、最新レポートの日時、次回作成予定のレポートの日時で

す。 オペレーション中に発生したエラーはサービスプログラムログ内に記録されます。 
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6 カスタムレポートの作成 

タイムテーブルに従って作成されたレポート以外にも、EventLog Inspectorは手動でレポート作成

できます。 一定期間のイベント分析を非常に簡素化できる、イベントレポートをいつでも作成でき

ます。 

以下の手順に従って、カスタム イベントレポートを作成します。 

 

1. General タブをクリック 

2. Generate Report ボタンをクリック 

=>Report Option ダイアログが表示 

3. Report Content オプションを設定 

a. All system logs オプションボタンを選択。 全てのイベントシステムログをプロセスに組み

込みます。 

または 

b.  Inspected system logs オプションボタンを選択。以下のログ由来のイベントをレポート

に組み込みます。 EventLog Inspector で設定した監視対象ログからのイベント。 

または 

c. Selected system logs オプションボタンを選択。リスト内からログを選択します。 

上記のイベントログがレポートに組み込まれます。   

4. Time Period オプションを設定。 2 つの内１つの方法で、レポート作成に必要なタイムインタ

ーバルを指定します。 

5. Open report file after generation ボックスにチェックを入れる。 

6. Generate Report ボタンをクリック 

=>Save As ダイアログが表示 

7. レポートを作成するフォルダを選択。 レポート名を選択して、Save ボタンをクリックします。 

=>Progress スクリーンが表示 

 

デフォルトブラウザ内で作成されたレポートが自動的に開きます。 



 
 
 

 

 

日本語マニュアル発行日 2010 年 12 月 3 日 

本マニュアル原文は『EventLog Inspector User Guide』です 
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